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序     文 

 

ブータン国営放送局（BBS = Bhutan Broadcasting Service）は 1973 年に National Youth 

Association of Bhutan によるラジオ放送からその歴史をスタートしました。その後 1986

年に国営ラジオ放送局としてサービスを開始し、1999 年には首都圏ティンプーのみ限定し

た国営放送局としてテレビ放送サービスを開始いたしました。 

我が国の BBS に対する協力は 1989 年 6 月から 1991 年 12 月までの青年海外協力隊によ

るラジオ番組制作指導に始まり、本格的にテレビ放送を強化し始めた第 9 次 5 カ年計画

（2003 年～2007 年）中から積極的に支援してまいりました。 

2003 年 6月から個別専門家「TV 放送技術」の指導の下、手作り中継車の導入や TV スタ

ジオの整備、放送時間の拡大（3 時間放送× 2 /日）など放送局としての充実を図ってま

いりました。 

しかしながら、国営放送が安定して、生活情報番組および教育の向上を中心にした番組

制作を行なうには、制作スタッフを含め引き続き指導を行う必要があり、全国 TV ネット

ワークの配信においても、迅速で的確な情報を伝達するためには、TV 送信技術の確立およ

び全国ネットワークの運用管理・監視体制の強化が必須でありました。 

上記を踏まえ、2005 年 6月に実施協議が行われ、日本国・ブータン国双方の責任分担や

技術移転内容などについて最終的に合意した結果を協議議事録（ミニッツ）に取りまとめ

たうえ、署名を行いました。 

上述の経緯を経て、ブータン国を対象とした「ブータン国営放送支援プロジェクト」は

「国営放送の番組制作能力と情報提供機能が向上する」ことをプロジェクト目標として

2005 年 6月から開始され、2年間の協力を実施しています。 

本プロジェクトは 2007 年 6 月中旬をもって終了することから、2007 年 1 月から 2 月に

かけて終了時評価調査を実施しました。本調査においては、これまでのプロジェクトの実

績及び実施プロセスを確認し、評価 5項目の観点から終了時評価を実施し、プロジェクト

終了までと終了後について提言を行うとともに、今後のプロジェクトに役立つ教訓を引き

出す作業がなされ、これらについて協議を行い、結果をミニッツに取りまとめ、署名を行

いました。本報告書は、この終了時評価調査に関する報告書です。報告書が関係者のみな

らず、広く一般の方にご覧いただき、活用されれば幸いです。 

最後に、本調査団の派遣に関し、ご協力いただいた両国の関係各位に対し、深甚の謝意

を表するとともに、あわせて今後のご支援をお願いする次第です。 

 

平成 20 年 3 月 

独立行政法人国際協力機構 

社会開発部長 岡崎 有二 
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評価調査結果要約表 

１. 案件の概要 

国名：ブータン 案件名：国営放送支援プロジェクト 

 

分野：情報通信技術 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：社会開発部 第三グループ 協力金額（評価時点）：117,684 千円 

先方関係機関：ブータン国営放送局(BBS) 

日本側協力機関：NHK、総務省 

協力期間 2005 年 6月 16 日～ 

2007 年 6月 15 日  

他の関連協力：個別専門家「テレビ放送技術」

１－１ 協力の背景と概要 

ブータン国（以下、「ブ」国）における経済基盤整備は、わが国による対「ブ」国の援助

重点分野であり、「テレビ放送・通信整備」は主要プログラムのひとつである。「ブ」国政

府は民主化推進のもと、「的確な情報提供と一般大衆の教育向上に寄与する」ことを BBS 

に求めており、これを受けて 1）全国テレビネットワーク網の確立、2）放送時間の拡大、3）

60％以上の自主番組制作、4）野外番組中継車による地域放送サービスの格差是正、5）新

TV 放送センターの建設等が実現すべき目標としてあげられている。同時に「ブ」国政府は

「ブータン固有の文化、伝統の継承、民意の統一」に努めており、1999 年に始まった民間

CATV 普及による外国文化の急激な流入への危機感から 2005 年に CATV に対し規制を実施す

ると共に、BBS を Multi Service Operator (MSO)の事業者に指名し、国有の文化や言葉を

中心にした「ブ」国独自の番組制作の強化も求めている。 

 BBS は 1986 年のラジオ放送局に始まり、1999 年に首都圏ティンプーのみに限定した国営

放送局として放送サービスを開始し、2003 年 1 月に TV スタジオが完成した。また、2003

年 6 月から派遣された個別専門家の指導のもと、エンジニアへの技術移転等が行われ、同

月にランドクルーザー(4W)を改良して 3 カメラ体制の中継車(Outside Broadcasting VAN: 

OB－VAN)を導入し、番組制作能力強化も図ってきた。2004 年に無線中継伝送装置（Field 

Pickup Unit: FPU）導入も実現、2005 年には草の根無償資金協力により本格的な OB-VAN が

導入され、生中継も首都圏ティンプーに限って可能になった。 

 こうした背景のもと、2005 年 6 月に国営放送の機能強化を目的とした技術協力プロジェ

クト「ブータン国営放送支援プロジェクト」が BBS をカウンターパート（C/P)に 2 年間の

予定で開始され、運用管理・監視体制の確立、報道をはじめとした番組制作能力の強化に

よる必要な情報を的確に提供できる体制の整備が期待されている。 

 

１－２ 協力内容 

（１）上位目標 

ブータン国民が報道・生活情報を的確および迅速に視聴できる環境が確立される。 

（２）プロジェクト目標 

国営放送の番組制作能力と情報提供機能が向上する。 



（３）成果 

① 全国 TVネットワークの運用管理・監視体制を確立する。 

② 番組制作能力を向上させる。  

③ 報道番組編成体制を強化する。  

④ 野外番組制作および中継機能を強化する。 

（４）投入（評価時点） 

日本側：117,684 千円 

長期専門家派遣       1 名 機材供与           約 5,200 万円 

短期専門家派遣      3 名 研修員受入          2 名  

相手国側： 

カウンターパート配置   6 名 機材購入 なし 

土地・施設提供、ケーブル等   ローカルコスト負担   現地通貨 500,000Nu 

                              （1,350,000 円） 

２. 評価調査団の概要 

 調査者 （担当分野：氏名  職位） 

団長・総括 増田 親弘 独立行政法人国際協力機構 社会開発部 

第三グループ 情報通信チーム長 

放送技術 山北 淳 日本放送協会(NHK) 国際放送局  

企画編成部 担当部長 

協力企画／評価分析 

福原 一郎   独立行政法人国際協力機構 社会開発部 

第三グループ 情報通信チーム 

調査期間  2007 年 1 月 21 日～2007 年 2月 1日 評価種類：終了時評価 

３. 評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（１） 成果 

 成果①については、主調整室（Master Control Room: MCR）の整備により全国 TV ネット

ワークの運用管理・監視体制の強化が行われたが、光ファイバーを使用して地方で収集し

た映像素材をタイムリーにティンプーへ伝送するシステムについては、ブータン通信公社

の協力を経て今後残りの期間で確立される見込みであるが、地方発ニュース番組について

は地方での映像素材収集状況に応じて放送されている。成果②については、プロジェクト

開始時は 1 日 6 時間の放送であったが、現在は 1 日 10 時間の放送を行っており、週 35 番

組以上の自主制作番組を放送していることから、すでに達成されているといえる。成果③

については、報道企画番組が週 3 回制作・放送され、また緊急報道の体制も確立されてい

る。成果④については、イベントがある場合にのみ野外生中継が行われているが、今後は

FPU や OB-VAN をさらに活用して定期的に生中継を行うことが期待される。 



（２） プロジェクト目標 

 上記にも述べたとおり地方の映像情報をタイムリーに放映する体制はまだできていない

が、放送機材の整備と自主制作番組の適切な企画と放送により、人々に必要な情報を BBS

は提供していることから、プロジェクト目標はほぼ達成されているといえる。 

（３） 上位目標 

 本プロジェクトにおいては、放送機材の整備や専門家による技術移転等により、特に BBS

の放送技術の能力が向上したと言えるが、上位目標を達成するためには、本プロジェクト

では比較的投入量の少なかった放送の質向上のための番組制作能力の強化と、視聴可能者

数増加に向けた、ブータン側によるさらなる追加機材の導入が必要であるといえる。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 

 ブ国では 2002 年より 5ヵ年国家開発計画を立案しており、情報の周知と民衆教育を目標

としていることから、本案件は同開発計画に合致している。また、JICA のブ国国別援助計

画ではメディアの発展を優先しているため、本案件は同援助計画に合致しており、以上よ

り妥当性は高いと言える。 

（２）有効性 

 本プロジェクトの有効性は高い。本プロジェクトによりブ国国民への情報普及に関する

素地は確立された。今後は、成果１に関連する、地方の情報を瞬時に収集するシステムが

整えば、本案件の目標が達成されると考えられる。 

（３）効率性 

 プロジェクト目標の達成に必要な長期、短期専門家の派遣及び本邦研修の実施により、

必要な技術移転を行うことができた。また、供与された機材の管理は適切に行われており、

機材の活用状況も良好であった。また、ケーブルなどの周辺機器はブ国側より提供された

ことから、日本側による無駄な投入を避けることができた。このことから、効率性は高い

と言える。 

（４）インパクト 

 上位目標の達成は限定的であるが、いくつかの予想しなかったポジティブインパクトが

あった。一例として、本邦研修に参加した BBS スタッフが帰国後に積極的に日本で得た知

識や技術を局内に紹介しており、BBS 全体の能力強化に貢献していることである。その後同

スタッフの下で仕事を覚えた人間が支局長になるなど、大きなインパクトがあった。 

 一方、ネガティブなインパクトは見受けられない。 

（５）自立発展性 

・組織体制 

 BBS はブ国において良い評価を得ており、本案件に関わった全ての C/P が業務を継続する

意向を示している。また、本邦研修に参加したスタッフによる研修内容の紹介は行われて

いる。しかし、同スタッフから直接指導を受けられる人数には限りがあり、150 人から 250

人に増強された新入職員の育成には更にシステマティックな人材育成計画が必要である。



・技術面 

 機器メンテナンスに関する能力が日本の支援により向上しており、プロジェクト終了後

も引き続き機器の管理に努めることが期待される。今後の放送規模拡大においては MCR 運

用管理に係る技術の定着及び番組制作手法の確立が必要となってくることから、これらの

技術の BBS 内での共有が必要であると考えられる。 

・財政面 

 財政的な側面は財源確保が課題として残った。収入源確保のため、広告宣伝を検討した

が市場規模により困難と判断され、国からの継続的支援が必要である。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

 1 名の長期専門家が、現場に必要なニーズを把握し、必要な複数名の短期専門家を派遣す

る形態が、技術的な専門知識の技術移転に効果的・効率的であった。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

 プロジェクト開始後に、PDM をプロジェクト関係者間で見直すタイミングがなかった。プ

ロジェクトの適正な実施と定期的なモニタリングのために、PDM は関係者間でよく共有して

おく必要がある。 

 

３－５ 結論 

 プロジェクトは、概ね成果およびプロジェクト目標の達成に向けて進んでいることを確

認したが、プロジェクト終了までに、ブータン通信公社の協力を得つつ、光ファイバーを

利用した地方素材の収集のしくみの確立と、マイクロ波を利用した地方素材収集のトライ

アルを行うことが求められる。上位目標についても、現時点でその一部は達成し 

つつあり、今後ブータン通信公社他との協力体制を築くことによるシナジー効果によっ 

て、上位目標が達成することが期待される。 

 

３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

[プロジェクト終了時に向けての提言] 

（１）光ファイバーを利用した地方素材収集の仕組みを確立するために、BBS がブータン通

信公社と連携して光ファイバーの共同利用を行う。 

（２）プロジェクト専門家の指導により、マイクロ波を利用した地方素材収集のトライア

ルを実施する。 

（３）ブータン側が減価償却を考慮に入れた供与機材の更新計画をたてる。 

[プロジェクト終了後に関する提言] 

（１）2008 年のブ国の民主化実現を促進するために、直ちに専門的技術能力を向上させ 

るための技術移転が外部専門家によってなされる。 

（２）ブータン側がプロジェクトの成果を持続させるために、BBS 内に継続的な人材研 

修の仕組みを作る。 

（３）ブータン側が、番組制作手法を改善し、番組の質を向上させる。 

（４）ブータン側が、生放送の頻度を高める。 



（５）ブータン側が、スタジオ制作番組を増やす。 

 

３－７ 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、

実施、運営管理に参考となる事柄） 

（１）プロジェクトの適正な実施と定期的なモニタリングのために、PDM は関係者間でよく

共有しておく必要がある。 

（２）技術的な専門知識の技術移転には、1名の長期専門家と複数名の短期専門家の組み合

わせは効果的・効率的である。 

 

３－８ フォローアップ状況 

・ 無償資金協力による放送機材供与の実施 

・ 技プロ後継案件の実施 

 

 

 





 

第 1 章 終了時評価調査団の派遣 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 

 ブータン国営放送支援プロジェクト（以下、本プロジェクト）は、2007 年 6 月中旬をもって終了する

予定であることから、プロジェクトデザインマトリックス（Project Design Matrix：以下 PDM）に沿い、

プロジェクトの実績、実施プロセスを調査し、相手側機関と合同でプロジェクト目標等の達成状況を確

認するとともに、評価 5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点からプロジ

ェクトの実施結果を評価する。特に、①放送技術の移転状況の評価及び投入された機材の活用状況、

②2008 年度に控えている総選挙において国営放送が適切に機能するための JICA の今後の協力方策の検

討を重点的に行い、これらの結果をミニッツに取りまとめ、署名する。 

 

1-2 調査団の構成 

 本調査団は、団長をはじめとし、放送技術、協力企画を担当する以下の 3名で構成された。 

 

氏 名 担 当 所  属 

増田 親弘 団長・総括 独立行政法人国際協力機構 社会開発部 

第三グループ 情報通信チーム長 

山北 淳 放送技術 日本放送協会 国際放送局 企画編成部 

担当部長 

福原 一郎 協力企画／ 

評価分析 

独立行政法人国際協力機構 社会開発部 

第三グループ 情報通信チーム 

 

1-3 調査日程 

 終了時評価調査の日程は以下のとおりである。 

 

月日（曜日） 活動内容 

1 月 21 日(日) 成田発（TG641）→バンコク着（10:45-15:45） 

バンコク発→パロ着（06:50-10:00 KB121） 1 月 22 日(月) 

JICA 事務所表敬・打合せ、財務省表敬、専門家との打合せ 

合同評価団員内打合せ 

ブータン国営放送局(BBS)表敬、BBS からのヒアリング 

1 月 23 日(火) 

BBS 既存施設及び建設中テレビ会館視察、 

供与機材確認、BBS との夕食会 

情報通信省表敬、情報通信メディア庁(BICMA)からのヒアリング 1 月 24 日(水) 

BBS 帰国研修員からのヒアリング 
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1-4 主要面接者 

 終了時評価調査における主要面談者は、以下のとおりである。 

 

【財務省：Ministry of Finance】 

Dasho Yanki Tobgyel Wangchuk Finance Secretary 

Mr. Sonam Wangchuk 
Director General,  

Department of Aid and Dept Management 

Mr. Norbu Wangchuk  Department of Aid and Dept Management 

 

【情報通信省：Ministry of Information and Communications】 

Dasho Tashi Phuntsog  Secretary 

Mr. Yeshey Policy and Planning division 

 

【情報通信・メディア庁：Bhutan Infocomm and Media Authority】 

Mr. Pema Tenzin Director General 

Mr. Wangay Dorji Head, Telecommunications 

 

【ブータン国営放送局：Bhutan Broadcasting Service Corporation】 

Mr. Mingbo Dukpa Managing Director 

 

ブータン通信公社(BT)表敬  

1 月 25 日(木) CATV オペレータ(NORLING CABLE SYSTEMS)訪問 

JOCV 隊員からのヒアリング 

外務省政策協議ミッション及び事務所関係者との夕食会 

1 月 26 日(金) ティンプー →ブムタンに移動 

BBS ブムタン支局訪問 

ザンテルポ村訪問 

1 月 27 日(土) 

ブムタン→トンサに移動 

トンサ→ティンプーに移動 1 月 28 日(日) 

ルクブジ村訪問 

ミニッツ協議 1 月 29 日(月) 

無償資金協力予備調査団及び外務省政策協議ミッションとの打合せ 

ミニッツ署名 1 月 30 日(火) 

JICA 事務所報告、情報通信省次官主催の夕食会 

パロ発→バンコク着（09:30-16:00 KB120） 1 月 31 日(水) 

NECTEC 安井専門家との打合せ、バンコク発（KG642） 

2 月 1日(木) 成田着（23:40-07:30） 
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Ms. Sangay Choden Assistant, Planning Officer 

Mr. Sonam Tobgyal Chief Engineer, Technical Department 

Mr. Kesang General Manager, Radio Department 

Mr. Rajesh Kafley Executive Engineer, Operations/Maintenance Division

Mr. Dorji Wangchuk Head, Transmission Unit 

Mr. Panchaman Rai TV Studio Engineer, Technical Department 

Mr. Tashi Dorji General Manager, TV Department 

Mr. Neten Dorjee Manager, TV Programme & Production Division 

Mr. Kinga Penjor TV Producer 

Mr. Rinchen Norbu 

Cameraman-Photographer,Radio-TV Programme & 

Production Department, TV Programme & Production 

Division 

 

【ブータン通信公社：Bhutan Telecom】 

Mr. Thinley Dorji Managing Director 

 

【Norling Cable Systems (CATV オペレータ)】 

Mr. Kunzang Wangchuk Managing Director 

 

【日本側関係者】 

清水 信介 外務省アジア・大洋州局南西アジア課長 

加茂野 亮介 外務省国際協力局無償資金・技術協力課 

横田 隆浩 JICA アジア第二部南西アジアチーム 

平田 正幸 
(株)アイエスインターナショナル 

取締役 最高顧問 

佐藤 健市 
(株)アイエスインターナショナル 

取締役 放送技術担当 

岩本 園子 JICA 無償資金協力部 情報通信・ガバナンスチーム 

喜久村 一 ブータン国営放送支援プロジェクト 長期専門家 

境田 英昭 JICA 青年海外協力隊員（BBS 配属） 

矢部 哲雄 JICA ブータン事務所長 

宮田 真弓 JICA ブータン事務所企画調査員 
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1-5 対象プロジェクトの概要 

1-5-1 プロジェクトの背景 

 ブータン国（以下、「ブ」国）における経済基盤整備は、わが国による対「ブ」国の援助重点分野で

あり、「テレビ放送・通信整備」は主要プログラムのひとつである。「ブ」国政府は民主化推進のもと、

「的確な情報提供と一般大衆の教育向上に寄与する」ことをブータン国営放送局（BBS）に求めており、

これを受けて 1)全国テレビネットワーク網の確立、2)放送時間の拡大、3)60%以上の自主番組制作、4)

野外番組中継車による地域放送サービスの格差是正、5)新 TV 放送センターの建設等が実現すべき目標

としてあげられている。同時に「ブ」国政府は「ブータン固有の文化、伝統の継承、民意の統一」に努

めており、1999年に始まった民間 CATV普及による外国文化の急激な流入への危機感から 2005年に CATV

に対し規制を実施すると共に、BBS を Multi Service Operator (MSO)の事業者に指名し、国有の文化や

言葉を中心にした「ブ」国独自の番組制作の強化も求めている。 

BBS は 1986 年のラジオ放送局に始まり、1999 年に首都圏ティンプーのみに限定した国営放送局とし

て放送サービスを開始し、2003 年 1 月に TVスタジオが完成した。また、2003 年 6 月から派遣された個

別専門家の指導のもと、エンジニアへの技術移転等が行われ、同月にランドクルーザー(4W)を改良して

3カメラ体制の中継車（Outside Broadcasting VAN: OB-VAN)を導入し、番組制作能力強化も図ってきた。

2004 年には FPU システム導入も実現、2005 年には草の根無償資金協力により本格的な OB-VAN が導入さ

れ、生中継も首都圏ティンプーに限って可能になった。 

こうした背景のもと、2005 年 6月に国営放送の機能強化を目的とした技術協力プロジェクト「ブータ

ン国営放送支援プロジェクト」が BBS をカウンターパート（C/P)に 2 年間の予定で開始され、運用管理・

監視体制の確立、報道をはじめとした番組制作能力の強化による必要な情報を的確に提供できる体制の

整備が期待されている。 

 

1-5-2 プロジェクトの概要 

 本プロジェクトの上位目標、プロジェクト目標、成果については、以下のとおりとなっている。 

(1) 上位目標 

 ブータン国民が報道・生活情報を的確および迅速に視聴できる環境が確立される。 

(2) プロジェクト目標 

 国営放送の番組制作能力と情報提供機能が向上する。 

(3) 成果 

① 全国 TV ネットワークの運用管理・監視体制を確立する。 

② 番組制作能力を向上させる。  

③ 報道番組編成体制を強化する。  

④ 野外番組制作および中継機能を強化する。 
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第 2 章 終了時評価の方法 

2-1 PDM について 

 プロジェクトの PDM については、2005 年 6 月 16 日のミニッツ署名の際に策定された「SCOPE OF 

TECHNICAL COOPERATION」の項に基づいて、評価用 PDM（PDMe）を作成し、評価に使用することとする。

PDMe の日本語版は付属資料 3のとおりである。 

 

2-2 評価の手順 

 JICA の事業評価ガイドラインによると、基本的な評価手順は 3つの段階に分けられる。第 1段階とし

ては PDM に記載されている投入、活動、成果の観点からプロジェクトの達成度を確認するとともに、実

施プロセスを検証することである。次に、第二段階としては、以下に示すとおり、妥当性、有効性、効

率性、インパクト、自立発展性の評価 5項目に沿って評価を実施する。最後に第 3段階として、第 1段

階及び第 2段階の結果に基づき、プロジェクト期間終了後に向けた提言及び将来の類似プロジェクトの

ための教訓を抽出する。 

 

評価事項 評価内容 

STEP 1： 

投入及び活動実績 ①日本側で投入した専門家、本邦研修機材、現地活動費、ブータン側で

投入したカウンターパート、施設、予算等を確認する。 

②これまでのプロジェクトにおける活動実績を PDM に沿って確認する。

成果、プロジェクト目標

及び上位目標の達成度 

①成果の達成状況を PDM の指標に沿って評価する。 

②プロジェクト目標の達成状況を PDM の指標に沿って評価する。 

③上位目標の達成状況を PDM の指標に沿って評価する。 

プロジェクトの実施プ

ロセス 

PO(Plan of Operation)、TSI(Tentative Schedule of Implementation）

等に基づき、実施プロセスで特に問題点がある場合には、評価を行う。

STEP 2： 

5 項目評価 ①妥当性、②有効性、③効率性、④インパクト、⑤自立発展性の評価 5

項目に従い、上記で得られた評価結果を取りまとめなおす。 

STEP 3: 

提言 プロジェクト終了時までの計画及びそれに対する提言、プロジェクト終

了後における活動に関する提言を行う。 

教訓 類似のプロジェクトに活用できるよう、本プロジェクトにおいて学んだ

教訓を取りまとめる。 
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2-3 主な調査項目と情報・データ収集方法 

2-3-1 主な調査項目 

(1)実績確認と実施プロセスの把握 

① 日本・ブータン双方の投入、プロジェクトの活動実績、プロジェクトの成果、プロジェクト目   

標、上位目標の具体的な達成度合いを確認する。 

② 運営・管理状況、活動状況、C/P への技術移転方法を中心にプロジェクト協力期間中の実施プ

ロセスについて把握する。 

(2)評価 5項目による評価 

 上記(1）で確認されたプロジェクトの実績及び実施プロセスについて、以下の 5 つの観点（「評価 5

項目」）から評価を行う。評価に使用する評価グリッドを作成して行う。 

① 妥当性 

② 有効性 

③ 効率性 

④ インパクト 

⑤ 自立発展性 

(3)阻害・貢献要因の総合的検証 

 プロジェクト目標及び成果の達成に貢献した要因及び達成を阻害した要因を調査・分析する。 

(4)特に検討すべき事項 

① 放送技術の移転状況の評価及び投入された機材の活用状況を確認し、それがプロジェクト目標

である国営放送の番組制作能力と情報提供機能の向上に繋がっているかを確認する。 

② 2008 年度に控えている総選挙において国営放送が適切に機能するための JICA の今後の協力方

策を検討する。 

(5)総括（結論） 

 上記評価 5項目による評価結果を受けて、プロジェクトの総合判定を行う。 

(6)教訓及び提言 

① 上記結論に基づき、プロジェクト及びブータン側政府関係者に対し、提言や助言を行う。 

② 上記結論に基づき、実施中の他の類似プロジェクトや将来開始されるプロジェクトの発掘・形

成に参考になる事柄を取り纏める。 

 

2-3-2 情報・データ収集方法 

(1)文献資料調査 

 本プロジェクトの半期報告書、活動実績報告、投入実績報告などから必要な情報を収集する。 

(2)質問票による調査 

 事前に質問票を作成の上、プロジェクトの長期専門家、BBS の C/P あてに配布し、情報収集を行う。 

(3)直接観察 

 BBS を訪問して供与機材を確認し、また、地方都市を訪問して放送受信状況等の確認を行う。 

(4)インタビュー調査 

 BBS において、BBS 幹部、BBS の C/P に対してインタビュー調査を行う。また、ティンプーから車で 8

時間のところにある地方都市であるブムタンにおいてBBS地方支局の職員に対するインタビュー調査を
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行い、また周辺住民に対してのインタビュー調査も実施する。それ以外にも、情報通信省やメディア庁、

ブータン通信公社(BT)等の関係機関へヒアリングを行う。 

 

2-4 ブータン側評価チーム 

 ブータン側評価チームは、以下のメンバーによって構成された。 

 

氏名 所属 

Mr. Kesang General Manager,  

Radio Department, Bhutan Broadcasting Service Corporation (BBS)

Mr. Yeshey Assistant Planning Officer,  

Policy and Planning Division, Ministry of Information and 

Communications 
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第 3 章 調査結果 

3-1 投入 

3-1-1 日本側投入 

(1)専門家派遣 

 2007 年 1 月末現在で、長期専門家 1 名、短期専門家 3 名（2005 年度 2名、2006 年度 1名）の専門家

を派遣している（本報告書作成段階で当初予定していた短期 1名の派遣が行われたため最終的には長期

1名、短期 4名となった）。 

 

表 3－1 専門家派遣実績 

専門家氏名 指導分野 派遣期間 備考 

喜久村 一 放送技術 2005.6.16-2007.6.15 長期 

緒方 叡 番組制作 2005.9.22-2005.10.21 短期 

武田 信美 送信技術 2006.2.21-2006.3.21 短期 

室井 謙三 番組運用制作技術 2006.11.22-2006.12.21 短期 

秋山 茂也 情報番組制作 2007.3.6-2007.4.5 短期 

 

(2)供与機材 

 2 年間で総額 14,434,000Nu（約 7,148 万円）1の機材が供与された。主な機材は MCR 用機器、光端局整

備機材、OB-VAN 用装置などである。詳細は付属資料を参照のこと。 

制作関連機材と、素材伝送用機材の導入は、ポイントを絞って適切に行われている。整備箇所は、局

外中継車、中継準備室、マスターコントロール室（MCR）、回線センターであり、コーディネーション装

置、館内時計などの整備を行うことにより、既存設備を効率よく、ニュース専用スタジオ・番組制作専

用スタジオへ転換することができた。特に、今まで整備されていなかったコーディネーション装置・館

内時計は生放送対応には欠かせない設備であり、これらの整備により生放送が確実にできる体制が整い

放送形態のバリエーションを広げることができるようになった。 

 また、光ファイバー伝送装置・画像圧縮伝送装置については、BTのインフラを使っての素材伝送の実

現に向けて機材の準備が行われている。光ファイバー装置を，BT所有のダークファイバーへ接続しての

素材伝送実験は既に行われており、伝送できることが確かめられている。引き続いて現在、画像圧縮伝

送装置を BT デジタルマイクロ波伝送網に接続するテストの準備を行っており、近々伝送実験を行う予

定となっている。これらの伝送関連装置を用いることにより、ティンプー以外の地域に伝送端局を設置

したフィードポイントから BT インフラを通しての BBS ティンプー本局までの素材回線が確立すること

になり、タイムリーに地方からの素材提供が可能となる。 

 投入された設備・装置はよくメンテナンスされていて稼働率も高く、故障しているものも無い。 

 

(3)研修員受入 

 2 年間で 2 名のカウンターパートを本邦研修に受け入れた（本報告書作成段階で当初予定していた 2

件の研修が行われたため、最終的には 4名を受け入れた）。実績は以下のとおりである。 

                             
1 Nu はニュルタム。1Nu=2.7 円で換算。 
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表 3－2 研修員受入実績 

氏名 タイトル 研修内容 期間 

Mr.Kinga Penjor TV Producer TV 番組制作 2005.7.5-2007.9.24 

Mr.Panchaman Rai TV Studio Engineer TV 放送技術 2006.7.5-2007.9.9 

Mr.Tharchen Sherub TV Studio Engineer VTR 保守運用 2007.1.29-2007.2.16 

Mr.Sonam Rinchen Reporter TV 番組制作 2007.2.5-2007.3.23 

 

(4)総コスト 

 日本側は 2007 年 1 月末現在、2年間で約 1億 1,700 万円（供与機材含む）を負担した。詳細は資料 2

の ANNEX7 を参照のこと。 

 

 これらの投入された専門家派遣、機材、本邦研修などにより、今までの放送に加え、生中継対応、5

台のカメラを駆使した大規模中継（ナショナルデー中継）、掛け合い放送（汚職撲滅キャンペーン）な

ど放送形態の多様化を促進している。さらに、機材の投入による新しい放送制作の経験を通して、番組

制作技術、送出技術、報道番組制作技術、一般番組制作技術など個々のスキルの水準も着実に向上が図

られている。 

 

3-1-2 ブータン側投入 

(1)人員の配置 

 本プロジェクトのカウンターパートとして 6名が配置された。長期専門家のカウンターパートとして

技術部門の Chief Engineer が、また各短期専門家に対してもその指導内容に合わせたカウンターパー

トがアサインされた。実績は以下のとおりである。 

 

表 3－3 カウンターパート配置 

名前 タイトル 

Mr. Sonam Tobgyal Chief Engineer, Technical Department 

Mr. Rajesh Kafley Executive Engineer, Operations/Maintenance Division 

Mr. Dorji Wangchuk Head, Transmission Unit 

Mr. Panchaman Rai TV Studio Engineer, Technical Department 

Mr. Neten Dorjee Manager, TV. Programme & Production Division 

Mr. Kinga Penjor TV Producer 

 

(2)施設・設備等 

 放送局舎内の MCR 敷設に必要なスペースやケーブル、専門家の執務スペースなどの提供があった他、

運営コストとして 500,000Nu（約 1,350,000 円）の支出と、番組制作に係る費用は BBS が負担した。 

 

3-2 成果の達成状況 

 上記投入による活動の結果、以下のような成果が確認された。 
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(1)成果 1：「全国 TV ネットワークの運用管理・監視体制を確立する」の達成状況 

指標 1-1：地方発番組が週 1回放送される（2005.6：2ヶ月に 1回） 

指標 1-2：地方支局からの素材収集体制が確立される。 

達成状況：TV 番組用に地方で収録されたビデオテープを 1週間に 3 回集める仕組みが構築され、

ニュース番組の中で放送されている。しかし、公共交通機関（定期バスなど）を使っての送付の

ため支局から首都ティンプーの本局に届くまで数日を要している。一方、光ファイバーを使用し

て地方で収集した映像素材をタイムリーにティンプーへ伝送するシステムについては試験に成功

しており、BTの協力を得て今後の残りの期間で確立される見込みである。 

 

(2)成果 2：「番組制作能力を向上させる」の達成状況 

指標 2：自主制作番組が週 35番組放送される（2005.6：週 26 番組） 

達成状況：プロジェクト開始当初 1日 6時間の放送であったが、現在は 1日 10時間（夜 5時間、

朝 5時間）の放送を行っており、35 番組以上の自主制作番組を放送している。番組制作は朝と夜

の放送の間に行っており、編集に時間をかけている。自主制作番組以外に、連続ドラマ 1つ（ブ

ータンの制作プロダクションに委託）と日本の文化無償で提供された「おしん」を放送している。 

 

(3)成果 3：「報道番組編成体制を強化する」の達成状況 

指標 3-1：報道企画番組を週 1回企画制作する（2005.6：0回） 

達成状況：週 3回（ゾンカ語で 2回、英語で 1回）、解説を含めた番組（NHK クローズアップ現代

のようなもの）を制作、放送している。新たに整備されたスタジオではニュース番組の制作に特

化している。既存のスタジオではその他の番組の制作が行われている。 

 

指標 3-2：緊急報道番組をプロジェクト期間中に 1回以上実施する（2005.6：0回） 

達成状況：ブータン国内で発生する緊急報道（山火事やバスの事故など）の体制はほぼ確立され

ており、大事件に関しては文字情報と写真を使って報道している。今後さらに残りのプロジェク

ト期間内に短期専門家派遣が予定されており、その中で改善が行われる予定である。 

 

(4)成果 4：「野外番組制作および中継機能を強化する」の達成状況 

指標 4-1：生中継放送を週 1回実施する。（2005.6：月 1回） 

達成状況：生中継は国会の開会式やアーチェリー（ブータンの国技）大会、重要なパネル討論会

などについて FPU や OB-VAN を用いて行われている。ティンプーにおける生中継を行う体制は強

化されている。しかしながら恒常的に生中継を行うためにはプロジェクト期間中に更なる経験を

積む必要がある。 

 

3-3 プロジェクト目標の達成状況 

 プロジェクト目標は「国営放送の番組制作能力と情報提供機能が向上する」となっており、その達成

度合いを測る指標として「ブータン国民に必要な情報が適切に提供される」が設定されている。 

 “National Survey on Radio and Television in Bhutan 2006”によると BBS はケーブルテレビ等（Star 

Plus、Zee Cinema）を含む多くのチャンネルの中でもっとも頻繁に見られているチャンネルとして評価
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されている。このことからBBSがブータンの人々にとって信頼かつ有益な情報を提供していると言える。

しかしながら、地方の映像情報をタイムリーに放映する体制を確立する必要はある。 

 上記より、いくつかの強化項目は残されているものの、プロジェクト目標はほぼ達成されたといえる。 

 

3-4 プロジェクト上位目標の達成状況 

 プロジェクト上位目標は「ブータン国民が報道・生活情報を的確および迅速に視聴できる環境が確立

される」となっている。本プロジェクトにおいては、機材の供与や専門家による技術移転等により、特

に BBS の放送技術の能力が向上したと言えるが、上位目標を達成するためにはこれまで力をあまり入れ

てこなかったテレビ番組制作能力の強化と、視聴可能者数増加のためのさらなる追加機材の導入が必要

であるといえる。 

 

3-5 プロジェクトの実施プロセス 

 BBSのTV部門への協力は2001年4月～5月に派遣されたTV放送技術の短期専門家の派遣から行われ、

2001 年 12 月から 2年間にわたり番組制作指導の青年海外協力隊を派遣している。並行して TV 放送技術

の個別専門家として本プロジェクトの長期専門家でもある喜久村専門家が2003年 6月から派遣された。 

喜久村専門家の尽力により 2 年間のうちに本格的な TV 番組放送の体制が整ったことを受け、本格的

な支援として 2005 年 6月から技術協力プロジェクトとして本プロジェクトが開始された。 

プロジェクト実施期間中は定期的に短期専門家が派遣されたこと、また長期専門家からも定期的な報

告があがってきており、事務所によるモニタリングも適切に行われていたため特段の問題も生じなかっ

たことから、調査団を派遣してのモニタリングは行わず、今回の終了時評価調査団の派遣が行われた。 
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図表 1.BBS の歴史と我が国の協力 

テ
レ
ビ
放
送
拡
大

1973NYAB*がラジオ放送開始

1986ブータン国営放送設立

19991999TV放送開始・CATV解禁
(首都ティンプー、1日1時間スタジオ放送のみ)

2000TV送信所増設により首都圏全域放送実現 2000TV送信所増設により首都圏全域放送実現

1989/6-91/12: JOCV（番組制作指導

2001/12-04/1: JOCV（番組制作指導）

20012001 2001/4-5: 短期専門家（TV放送技術）2001/4-5: 短期専門家（TV放送技術）

20022002

20032003

20042004

20052005

20062006

2003/6-05/6: 個別専門家「TV放送技術」

20072007

2005/6-07/6: 
技プロ「ブータン国営放送支援」（約1.23億円）

短期専門家（番組制作技術、報道番組など計4名ｘ4ヶ月）
本邦研修（番組制作、TVネットワーク・VTR保守運用等、
計4名ｘ4ヶ月）

2007/2（予定） 無償「ブータン国営放送局機能強

化・地域放送格差是正の整備」予備調査
20082008民主化元年、初の選挙報道

初のTV生中継に成功（首都のみ）
TV放送圏をプンツォリン・パロへ拡大

2005/5:

手作りTV中継車導入、新TVスタジオ整備
TV放送時間の拡大（毎日3時間放送×2）

初の国会TV録画放送実現

衛星を利用した全国放送開始
TV放送時間の拡大（10時間生放送）

民間の新FM局開局
全国TV放送センター整備

草の根無償 TV中継車導入
国際交流基金「おしん」提供、文化無償で
NHKドキュメンタリーと教育番組提供

2004/9: FPUシステム導入（研修フォローアップ）

* National Youth Association of Bhutan

我が国の協力BBSの歴史

ラ
ジ
オ
放
送
拡
大

創
世
期

1998FM中継送信設備導入、FM放送開始 1998FM中継送信設備導入、FM放送開始

1991ティンプー短波送信所完成

FM中継送信設備増設（西部・中部）

FM中継送信設備増設（中部・東部）

 
 

出所：ブータン事務所作成 
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第 4 章 評価結果 

 

4-1 5 項目評価 

本調査において確認されたプロジェクトの実績をもとに、以下の 5つの観点（「評価 5項目」）から評

価を行った結果は以下のとおりである。 

 

4-1-1 妥当性 

ブ国では 2002 年より 5 ヵ年国家開発計画を立案しており、情報の周知と民衆教育を目標としている

ことから、本案件は同開発計画に合致している。 

他ドナーの支援に関しては、次のとおりである。インド国から全国放送用にサテライトシステムが、

ITU-T によりアップリンクシステムが供与されている。加えてデンマーク国が人材育成に関する支援を

行っている。本プロジェクトで供与された MCR と前述の支援が適切に機能し、相乗効果をもたらしてい

る。 

JICA のブ国国別援助計画ではメディアの発展を優先しているため、本案件は同援助計画に合致してい

る。 

このことから、妥当性は高いといえる。 

 

4-1-2 有効性 

本プロジェクトの有効性は高い。本プロジェクトによりブ国国民への情報普及に関する素地は確立さ

れた。特に OB-VAN や FPU の使用により成果１及び成果４の達成を効果的に行うことができた。今後は、

成果１に関連する、地方の情報を瞬時に収集するシステムが整えば、本案件の目標が達成されると考え

られる。 

 

4-1-3 効率性 

プロジェクト目標の達成に必要な長期、短期専門家の派遣及び本邦研修の実施により、必要な技術移

転を行うことができた。また、供与された機材の管理は適切に行われており、機材の活用状況も良好で

あった。また、ケーブルなどの周辺機器はブ国側より提供されたことから、日本側による無駄な投入を

避けることができた。 

このことから、効率性は高いといえる。 

 

4-1-4 インパクト 

調査結果の項で述べたように、上位目標の達成は限定的であるが、いくつかの予想しなかったポジテ

ィブインパクトがあった。一例として、本邦研修に参加した BBS スタッフが帰国後に積極的に日本で得

た知識や技術を局内に紹介しており、BBS 全体の能力強化に貢献していることである。その後同スタッ

フの下で仕事を覚えた人間が支局長になるなど、大きなインパクトがあった。 

一方、ネガティブなインパクトは見受けられない。 
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4-1-5 自立発展性 

(1)組織体制 

BBS はブ国において良い評価を得ており、本案件に関わった全てのカウンターパートが業務を継続す

る意向を示している。また、本邦研修に参加したスタッフによる研修内容の紹介は行われている。しか

し、同スタッフから直接指導を受けられる人数には限りがあり、150 人から 250 人に増強された新入職

員の育成には更にシステマティックな人材育成計画が必要である。 

 

(2)技術面 

機器メンテナンスに関する能力が日本の支援により向上しており、プロジェクト終了後も引き続き機

器の管理に努めることが期待される。今後の放送規模拡大においては MCR 運用管理に係る技術の定着及

び番組制作手法の確立が必要となってくることから、これらの技術の BBS 内での共有が必要であると考

えられる。 

 

(3)財政面 

財政的な側面は財源確保が課題として残った。収入源確保のため、広告宣伝を検討したが市場規模に

より困難と判断され、国からの継続的支援が必要である。 

 

4-2 結論 

プロジェクトは、概ね成果およびプロジェクト目標の達成に向けて進んでいることを確認したが、プ

ロジェクト終了までに、BT の協力を得つつ、光ファイバーを利用した地方素材の収集のしくみの確立と

マイクロ波を利用した地方素材収集のトライアルを行うことが求められる。上位目標についても、現時

点でその一部は達成しつつあり、今後、BT 他との協力体制を築くことによるシナジー効果によって、上

位目標を達成することが期待される。したがって、日ブ合同評価チームは本技術協力プロジェクトを当

初の予定どおり 2007 年 6月 15 日をもって終了することとする。 

－14－



 

第 5 章 提言と教訓 

 

5-1 提言 

結論でも記載したとおり、5 項目評価の結果は高いものであるが、効率性における課題を踏まえ、終

了時までにさらに成果を上げ、プロジェクト目標及び上位目標をより高いレベルで達成するために、ま

たプロジェクトの実施結果をプロジェクト終了後に BBS において有効活用できるように、以下のとおり

提言を行った。 

 

5-1-1 プロジェクト終了に向けて提言 

(1)地方素材の収集の仕組みの確立 

光ファイバーやマイクロ波を利用した地方素材収集の仕組みについて試験を重ね、恒常的に利用でき

るような体制を確立する必要がある。素材伝送機材については、インターネットの活用や、インマルサ

ットの B-GAN サービスを用いた映像伝送の導入も検討する必要がある。また、運用経費の確保について

も、例えば、情報省・主管庁・オペレータである BBS などで、新しいデジタル伝送プロジェクトを立ち

上げるなど関係機関と連携してその仕組みを確立することが望ましい。 

 

(2)放送技術スタッフと番組制作スタッフとの協力体制強化 

機材への支援に加え技術的な支援により、放送の多様性、質、量の向上が順調に図られている。また、

機材を使い経験を積むことにより、技術面・演出面での向上も図られている。しかし、実際の番組を見

ていると、例えばスタジオの音声と素材の音声のレベルなどが十分に管理されておらず、全体として統

一感の無い物となっている。演出サイドが、スタジオに入っていないことなど、技術と演出の協調性の

向上も必要である。番組内容に対するチェック体制が十分でなく、番組に対する判断、基準が個々まち

まちである点など、BBS 全体の放送局としての体制の確立が必要である。放送は、単に個々のスキルや

情熱だけで成り立つものではなく、放送局全体の協調と理解によるところも多い。 

 

(3)減価償却を考慮に入れた供与機材の更新計画をたてる 

放送を継続していくためには機材の更新を行う必要があり、制作機材については、民生用機器の大胆

な投入も検討する必要がある。昨今の民生機器の性能の向上、小型化、価格の低廉化は機材の選定につ

いて検討する必要がある。 

 

5-1-2 プロジェクト終了後に関する提言 

プロジェクトが終了しても国営放送としての機能をさらに充実したものにしていくために以下の提

言がなされ、BBS は更なる努力をすることが確認された。 

 

[プロジェクト終了時に向けての提言] 

(1)2008 年のブ国の民主化実現を促進するために、直ちに専門的技術能力を向上させるための技術移転

が外部専門家によってなされる。 

(2)ブータン側がプロジェクトの成果を持続させるために、BBS 内に継続的な人材研修の仕組みを作る。 
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(4)ブータン側が、番組制作手法を改善し、番組の質を向上させる。 

(5)ブータン側が、生放送の頻度を高める。 

(6)ブータン側が、スタジオ制作番組を増やす。 

 

5-2 教訓 

本プロジェクトから類似案件及び将来同分野の案件に関する以下の教訓を導き出した。 

(1)プロジェクトの適正な実施と定期的なモニタリングのために、PDM は関係者間でよく共有しておく必

要がある。 

(2)技術的な専門知識の技術移転には、1名の長期専門家と複数名の短期専門家の組み合わせは効果的・

効率的である。 
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報
が
適

切
に

提
供

さ
れ

る
 

1.
 

 
 

成
果

 
1.

 
全

国
TV

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
運
用
管
理
・
監
視
体
制
を
確
立

す
る

 
1.

1 
地

方
発

番
組

が
週

1
回
放

送
さ
れ

る
（

20
05

.6
：

2
ヶ

月
に

1
回

）
 

1.
2 

地
方

支
局
か

ら
の
素

材
収
集

体
制
が

確
立

さ
れ

る
 

1.
1 

番
組
表
、
質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2.
 

番
組

制
作
能

力
を
向
上
さ
せ
る

 
2.

1 
自

主
制

作
番

組
が
週

35
番

組
放

送
さ
れ

る
（

20
05

.6
：
週

26
番
組
）

 
2.

1 
 番

組
表
、
質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

3.
 

報
道

番
組
編

成
体
制
を
強
化
す
る

 
3.

1 
報

道
企

画
番

組
を
週

1
回
企

画
制
作

す
る

（
20

05
.6
：

0
回
）

 
3.

2 
緊

急
報

道
番

組
を
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
期

間
中

に
1
回
以

上
実
施

す
る

（
20

05
.6
：

0
回

）
 

3.
1 

番
組
表
、
質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

3.
2 

番
組
表
、
質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

4.
 

野
外

番
組
制

作
お
よ
び
中
継
機
能
強
化
す
る

 
4.

1 
生

中
継

放
送

を
週

1
回

実
施

す
る
。
（

20
05

.6
：

月
1
回

）
 

4.
1 

番
組
表
、
質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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 活
動

 
1.

1 
運

用
管

理
・

監
視
体
制
強
化
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
ル

ー
ム

/回
線

セ
ン
タ
ー
を
構
築
す
る

 
1.

2 
西

部
ブ

ー
タ

ン
地
区
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
て
、
端
末
を
整

備
し

、

番
組

素
材
回

線
網
を
含
む
双
方
向
の

TV
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
 

1.
3 

東
部

ブ
ー
タ

ン
地
区
マ
イ
ク
ロ
回
線
を
利
用
し
て
、
端
末
を
整

備
し

、

番
組

素
材
回

線
網
確
立
の
た
め
の
準
備
を
行
う

 
 2.

1 
TV

番
組

制
作

ス
タ
ジ
オ
を
構
築
す
る

 
2.

2 
番

組
の

制
作

体
制
を
改
善
す
る

 
2.

3 
番

組
制

作
ス

タ
ッ
フ
へ
制
作
手
法
を
指
導
す
る

 
2.

4 
地

域
参

加
番

組
制
作
手
法
の
質
向
上
の
研
修
を
実
施
す
る

  
 3.

1 
TV

ニ
ュ

ー
ス

ス
タ
ジ
オ
を
構
築
す
る

 
3.

2 
報

道
番

組
編

成
手
法
の
研
修
を
実
施
す
る

 
3.

3 
緊

急
報

道
体

制
を
確
立
す
る

 
3.

4 
報

道
番

組
取

材
能
力
強
化
の
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る

 
 4.

1 
野

外
中

継
車

を
活
用
し
た
生
中
継
番
組
を
制
作
す
る

 
5.

1 
技

術
ス

タ
ッ

フ
を
指
導
し
、
野
外
中
継
技
術
の
運
用
管
理
体
制

を
改

善
す

る
 

投
入

 
（

日
本

側
）

 
1.

 
長

期
専

門
家

：
 

1)
 

放
送

技
術
 

20
05

.6
.1

6-
20

07
.6

.1
5 

 
2.

 
短

期
専

門
家

：
  

1)
 

番
組

制
作
 

20
05

.9
.2

2-
20

05
.1

0.
21

 
2)

 
送

信
技

術
  

20
06

.2
.2

1-
20

06
.3

.2
1 

3)
 

番
組

運
用
制

作
技
術

 
20

06
.1

1.
22

-2
00

6.
12

.2
1 

4)
 

報
道

番
組
制

作
 

20
07

.3
.6

-2
00

7.
4.

5 
(予

定
) 

 
3.

 
研

修
員

受
入

（
C/

P）
 

 
 

本
邦
研

修
 

 
 

 
1)
 
番

組
制

作
 

20
05

.7
.5

-2
00

5.
9.

24
 

2)
 
放

送
技

術
 

20
06

.7
.5

-2
00

6.
9.

9 
3)

  
報

道
番

組
  

20
07

.2
.5

-2
00

7.
3.

22
 (予

定
) 

 
4)

  
V

TR
運

用
  

20
07

.1
.2

9-
20

07
.2

.2
6 

(予
定

) 
 供

与
機

材
：

OB
-
VA
N
用
機

材
、
MC
R
用
機

材
、

ス
タ

ジ
オ
用

機
材
、

光
端
局
、
中
継
用
機
材
等

 
 （

ブ
ー

タ
ン

側
）

 
1.

  
 C

/P
要

員
：

 
技

師
長

以
下

技
術
ス

タ
ッ
フ

 
（

24
＋

24
x3
）

人
月

 
番

組
部

長
 

24
人

月
 

報
道

部
長
 

24
人

月
 

2.
 

施
設

：
 

機
材

整
備
に

必
要
な

ケ
ー
ブ

ル
・
コ

ネ
ク

タ
類

 
日

本
人

専
門

家
用
執

務
室

 
3.

 
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト
：

 
約

50
0,

00
0N

u(
約

1,
35

0,
00

0
円

) 
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4. 調査資料 

 

1 日本人専門家の派遣実績 

2 研修員の受入実績 

3 供与機材リスト 

4 携行機材リスト 

5 Assignment of Bhutan Counterparts 

6 List of facilities provided by the Bhutan side 

7 Expenses for the project by the Bhutan side 

8 Brief background of BBS 

9 Budget of BBS 

10 Current state of broadcasting policy and administration 

11 Role and work of Ministry of ICT in the field Broadcasting 

12 Number of households that have a TV reciever and that watch TV in real time  

13 Number of subscribers of CATV 

14 Number of CATV operators and the charge per month 

15 Range of area where broadcasting can be received 

16 Number of homes and ratios in which Radio Broadcasting can be listened 

17 Construction situation of optical fiber and micro wave line and it's utilization for local material 

collection 

18 Radio/TV Programme schedule 

19 Average number and contents of TV programmes concerning rural area per week 

20 Average number and contents of  TV programmes produced originally by BBS per week 

21 

 

Average number and contents of Live broadcast per week 





資料 4 
 
1 日本人専門家の派遣実績 
（氏名、指導分野、派遣期間、派遣前の所属） 
専門家氏名 指導分野 派遣期間 
喜久村 一 放送技術 2005.6.16-2007.6.15 

緒方 叡 番組制作 2005.9.22-2005.10.21 

武田 信美 送信技術 2006.2.21-2006.3.21 

室井 謙三 番組運用制作技術 2006.11.22-2006.12.21 
秋山 茂也 情報番組制作 2007.3.6-2007.4.5 

 
 
 
2 研修員の受入実績 
（氏名、役職、研修分野、研修期間、受入機関） 
研修員氏名 役職 研修分野 研修期間 受入機関 
Kinga Penjor プロデューサー 番組制作 2005.7.5-2005.9.24 NHK-CTI 
Panchaman 
Rai 

TV スタジオ技術者 放送技術 2006.7.5-2006.9.9 NHK-CTI 

Tharchen 
Sherub 

TV スタジオ技術者 VTR 保守運用 2007.1.29-2007.2.16 SONY 

Sonam 
Rinchen 

リポーター 報道番組 2007.2.5-2007.3.23 NHK-CTI 
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5. Assignment of Bhutan Counterparts 
Bhutanese Counterpart was assigned in the form of Studio Engineer  
(Mr. P Rai) 

 
6. List of facilities provided by the Bhutan side 
・ Provision of space for the installation of master control facilities 
・ Cables and connectors required for the setting up of the facilities 
・ Customs duties, internal taxes and any other charges imposed in Bhutan 

 
7. Expenses for the project by the Bhutan side 
 Approximately Nu. 500,000/- 
 
8. Brief Background of BBS 

Radio Broadcasting started in Bhutan from November 1973 as Radio NYAB 
(started by National Youth Association of Bhutan and so the name). In 1979, the 
Royal Government of Bhutan recognizing the importance of the radio for 
development communication embraced the station under the wings of the Ministry of 
Communications.  

In 1986 with the commissioning of a 10kw short-wave transmitter and a small 
broadcast studio, Radio NYAB was renamed as Bhutan Broadcasting Service (BBS). 
Daily broadcasting was introduced with three hours of programming that reflected the 
national character.  

But it was only in March 1991 that BBS acquired a permanent seat and a 
professional look with the commissioning of a 50kw short-wave transmitter station 
and a studio complex-cum-office block.  

2nd June 1999 was another historic date for BBS and for Bhutan as the National 
Television Service was launched to commemorate the Silver Jubilee reign of His 
Majesty the King of Bhutan. Presently, the television service is available for the 
capital city of Thimphu and few major towns in Bhutan. Plans and studies are going 
on for the expansion of the National TV Network all over the country. 

In June 2000, BBS introduced FM radio service for Western Bhutan with the 
inauguration of the main FM station at Dobchula and one relay station at Takti in the 
south. Presently the FM service is covering almost all the major populated area in the 
country. 

BBS started its nation wide coverage via satellite from February 2006 and is also 
planning its coverage via terrestrial networks. 

 
BACKGROUND - RADIO  

1973 – One hour English music transmission on Sundays, using a transmitter from 
a civil wireless department.  
1986 – Acquired a 10 KW SW Radio Transmitter. 
1990 – 100 W FM transmission in Thimphu Valley. 
1991 – 50 KW SW Transmitter and a Professional Studio   setup. 
2001 – 1 KW FM Tx at Dopchula and Takti - FM transmission in Western Region 
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2002 – 1 KW FM Tx at Youtongla – expanded FM Transmission to central region 
2004 – 1 KW FM Tx at Yonphula – expanded to eastern region. Network expanded to 
all the Dzongkhags  
Today there are FOUR 1 KW Transmitters and 18 numbers of 5 W Transposers.  
 
 
RADIO FREQUENCIES 
 
88.1 MHz – Punakha, Wangdue, Thimphu and Gasa 
90 MHz – Trashigang, Mongar and Pema Gatshel 
92 MHz – Tsirang, Samtse, Lhuntse, Mongar, Pema Gatshel,  
      Tashi Yangtshe, Phuntsholing, Trongsa and Zhemgang 
93 MHz – Trongsa and Bumthang 
96 MHz – Thimphu, Sarpang and Samdrup Jongkhar 
98 MHz – Chukha, Haa and Dagana 
 
OUR SW FREQUENCY is 6035 KHz, 49 MB 
 
 
BACKGROUND - TV 
 
1999 – 1KW VHF Thomcast Transmitter –  
  Transmission was limited to Thimphu valley only 
   Channel 5. 
 
2004 – Live BBS TV transmission expanded to P/Ling and Paro. 
  150 W DB Transmitters – Channel 5. 
 
2005 – Live coverage from outside the studio using OB VAN and  
  a FPU. 
 
2006 – BBS TV transmission goes nation wide via INSAT 4A. 
 
2006 – Live TV Feed from outside Thimphu. 
 

9. Budget of BBS: 

BBS is fully subsidized by the Royal Government of Bhutan. Its annual budget 
from the RGoB comes as follows: 
 
Recurrent Budget : Nu. 33.43 million 
Capital Budget : Nu. 53.84 million 
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INFORMATION AND MEDIA POLICY 
of the Royal Government of Bhutan 

 
 
Information and media play a central role in development in a knowledge 
based society.  Because of its diverse and pervasive impact, information and 
media are integral to socio-cultural change, shaping and transforming values, 
lifestyles, national economies as well as socio-political systems. 
 
In Bhutan’s rapidly changing socio-economic, cultural and political scenario, 
information and media are already vital forces that touch all national priorities.  
Information and media are recognized as the most appropriate tools to 
overcome the challenges posed by a rugged geography, to reach scattered 
communities in all corners of the country, and to help the nation deal with a 
globalized world in a new century. 
 
The Royal Government of Bhutan recognizes the positive role that information 
and media can play in promoting good governance through efficiency, 
accountability and transparency towards attainment of the overall goals of 
Gross National Happiness. 
 
The Royal Government is committed to the following tenets: 
 

• Upholding the universal rights of citizens to information, freedom of 
opinion and expression, and independence of the media which 
has the mandate “to connect, inform, educate and entertain”. 

 
• Ensuring the freedom of the media to facilitate increasing 

participation of the public and private sector in the field of 
information and media. 

 
• Establishing a vibrant, responsive and responsible media in the 

kingdom that will respect and uphold national interests and make a 
positive and meaningful contribution to nation building. 

 
• Encouraging and supporting an increased level of information 

sharing within the Government, between the Government and the 
people and among the people themselves. 

 
• Creating a well-informed society by providing timely, accurate 

and comprehensive information and data on all issues affecting 
people’s lives. 

 
 

___________________  ooo  ___________________ 
 

10.Current state of broadcasting policy and administration
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Background: 
 
With Bhutan on the information highway the Royal Government is seeking a clear 
vision, drawing up a comprehensive work plan, and putting the right institutions in 
place to develop the information, communication, and media sector. 
 
This paper defines DoIM’s mission and function, based on the Royal 
Government’s media vision and policy, within an effective institutional, legal and 
administrative framework. It outlines DoIM’s critical role in directing the growth 
of the traditional and emerging new media. 

In the broad scheme of development, the RGOB envisions that the information 
and media sector will play a vital role in taking Bhutan into the future. Poised at 
the crossroads of an exciting era in the development of the Bhutanese media, the 
Ministry of Information and Communications has already taken a number of 
initiatives to ensure the healthy growth of the Bhutanese media.  
 
This paper looks at the strategies that need to be adopted by the Ministry to shape 
this broad vision into a coherent and practical plan of action. The institutional plan 
was drawn up in close consultation within the Ministry and numerous stakeholders 
both public and private.  
 
The department being in an early stage of development, an in-depth background 
has been provided to form the basis of the proposed vision and mission statements. 
 
Towards an Information Society: 
 
The term Information Society refers to communities that have ready access to 
information, leading to sustainable and equitable opportunities for growth and 
progress.  
 
In an information society, there is free flow of two-way communication between 
governments and their people, and among the people themselves. In such a 
society, everyone is informed of policies, developments, current affairs, especially 
those that affect them directly; and everyone has the ability to make his or her 
voice heard. Hence, everyone has a say in shaping socio-economic plans and 
strategies of national relevance. 
 
Media is a vital tool in an information society. In such a society, communication 
has to reach the masses. It has to reach the grass roots – to villages and Gewogs 
and to the remote nomadic communities in the north. Communities’ needs and 
aspirations, culture and values, indigenous wisdom and experience have to filter 
up to policy makers and other stakeholders in order for communication to truly 
improve people’s quality of life. 

11.Role and work of Ministry of ICT in the field Broadcasting
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The most cost-effective way of achieving such widespread communication is 
through the mass media, especially the radio.  
 
Media in Bhutan needs to focus on public service obligations and move away from 
the tendency towards advertising. It needs to focus on rural communities, 
marginalized groups, and those who are not within easy reach. The ultimate aim is 
to focus on what is termed “media pluralism” where media reflects the needs of all 
members of Bhutanese society, especially those whose voices have not been heard 
till now. (youth, women, elderly etc)  
 
The government acknowledges that the challenge for Bhutan today is how to take 
advantage of globalization and the information revolution and yet preserve and 
promote essential elements of Bhutan’s culture and traditions in order to enhance 
our spiritual well-being. DoIM can help to create greater awareness of the 
information society, and what can be done to help the media to promote the 
concept and goals of the information society. 
 
Department's Mission Plan and Mandate: 

 
The Department's mission and mandate are based on the Royal Government's 
Vision for the information and media sector: Towards a connected1, and 
knowledge-based society. 
 
Mission: 
To create a vibrant and informed society to realize Bhutan’s national policies, 
priorities and the overall goal of Gross National Happiness. 
 
Mandate: 
The Department will promote and support the development of a sensitive and 
professional information and media sector.  
 
It will provide leadership, co-ordination, and advice to the information and media 
sector (both public and private undertakings).  
 
Objectives: 
 
1. to build a vibrant and creative infocom-media sector that is responsive to 
 Bhutan’s needs  
 

                                                 
1 By connected, we refer not just to IT connectivity but to connecting people from all corners of Bhutan and 
sections of society with access to information and media. 

 ii
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2. to promote good governance and foster socio-economic development; and 
 
3. to promote efforts to reach the un-reached for a connected and knowledge-
 based society 
 
Strategies:  
  
1. Promote and support the development of quality content 
  
Government support - in terms of infrastructure, funding, and professional 
expertise - is needed given the rising expectations and the limited resources of a 
young information and media sector and an increasingly educated public.  The 
Government must also play a lead role in supporting the development and 
promotion of culture, particularly contemporary culture, through mass media and 
the arts. The aim is to promote the creation of dynamic, diverse and locally 
relevant content.  The support will help boost the creative industry so that local 
producers of content - whether it is web content, broadcast or print, music and 
film, or advertising - are able to achieve quality in production.  
 
2. To use the information and media sector to promote Policies and Goals to 
achieve national aspirations 
 
People today need to understand the government’s policies and priorities to make 
relevant and informed decisions. The government must make policies known 
through wide-spread dissemination in the media. The government’s goals must be 
clearly understood. The information and media sector can enhance the 
transparency of the government’s actions so that the public and private sector are 
more aware of and involved in nation building.  
 
The government must provide policy directives to help develop the information 
and media sector. Government support is necessary to build a true information 
society in Bhutan to fulfill national aspirations. The challenge is to create an 
effective policy environment to nurture an independent and diverse media and to 
promote skills that enable people to disseminate and access information. It can 
simultaneously, encourage people to provide feedback and comments to help 
refine national policies and strategies.  
 
3. Promote public access (accurate, timely, and accessible information) to 
reach all sections of society 
 
Promoting access, especially for remote communities, has become a priority in 
today’s changing political and socio-economic environment. It will be difficult for 
media, especially private media, to reach rural Bhutan without government 

 iii
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support.  
 
Efforts must be made to ensure that information and media reaches all sections of 
Bhutanese society, and that their views are also reflected in national coverage. 
Access to information is essential in the creation of a knowledge-based society. 
The Government will assist in creating a more accessible environment to be built 
upon by media organizations and the private sector. 
 
 4. Build Media Relations so that the information and media sector plays a 
healthy role in nation-building 

 
As the information and media sector plays an increasingly important role in all 
aspects of development, and in building a knowledge-based society, it is critical 
that the government provides a healthy direction to the information and media 
sector. The Government must also sensitize its agencies on the role of media and 
encourage government organizations to take advantage of media to further its 
goals. The Department will also encourage the creation of an open, free sharing 
culture to boost efficiency and accountability. To achieve this, the government 
must gain the trust and confidence of information and media professionals so that 
they are sensitive to Bhutan’s interests and priorities.  
 
Proposed structure: 
 
The Ministry of Information and Communications has two key agencies dealing 
with information and media: the Department of Information and the Media 
(DoIM) and the Department of Information Technology (DIT).  
 
The overall function of the Department is to promote the development of the 
information/ media sector through policy and development plans. It shall also 
facilitate and promote the establishment of an open information-sharing 
environment as the basis for a knowledge-based society, and enable the 
government to build and strengthen media relations as a tool for enhancing 
national goals and priorities. 
 
It is proposed that the Department establishes three divisions to fulfill the 
responsibilities described: 
  
1. Information-Communications and Media Development Division (IMDD) 
2. Media Relations Division (MRD) and  
3. Public Communications Division (PCD) 
 
 
 

 iv
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As an agency dealing specifically with information, communications and media, 
the department is expected to be the hub of all information, communication and 
media development activities. The functions of the divisions are as follows:  
 
 Info-comm and Media Development Division (IMDD) 

 
• Undertake research to monitor the evolution of an information and 

knowledge-based society. Research, analysis and the findings will provide 
the foundation to initiate the drafting of policy and legislation, prepare 
policy briefings for the Ministry on the information and media sector, and 
update policy and legislation when required.  

 
• Identify priority areas for development and prepare action plans and where 

necessary prepare project proposals for seeking funding support from the 
government or international donor agencies.  

 
• Spearhead initiatives to encourage investment and innovations in the 

information /media industry both in private and public sector and prepare 
operating guidelines for industry and provide advice and assistance to 
develop relevant and quality contents. 

 
• Prepare five year development plans for the department, monitor and 

review the progress and prepare periodic review/progress reports. 

 v
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• Function as a secretariat to the ICT and Media Advisory Committee or 

Board and submit relevant issues for Ministry’s deliberations and 
recommendations.  

 
Media Relations Division (MRD) 
 

• Establish and maintain contacts with regional and international information 
and media organizations to develop and promote relationships for learning 
and cooperation. 

 
• Monitor media coverage on Bhutan, reproduce and distribute news 

clippings to relevant organizations and where necessary prepare responses 
on behalf of the Government in consultation with the relevant government 
agencies. 

 
• Facilitate/arrange participation by Bhutanese media personnel in various 

media events within and outside the country.  
 

• Process, coordinate and facilitate the visits of foreign journalists and media 
personnel to Bhutan. As appropriate, the Media Relations Division shall 
consult the Ministry of Foreign Affairs. 

 
• Ensure/arrange media coverage on national events and international 

meetings in Bhutan. 
 

• Coordinate and implement programs for training, study visits, seminars, 
and workshops for media personnel to enable them to produce relevant and 
quality contents.  

 
Public Communications Division (PCD) 
 

• Communicate RGOB’s policies, priorities and goals relating to 
information and media sector as well as the plans, programs and 
activities of the Department through publication of information 
booklets, newsletters, website and other medium. 

 
• Develop a model for sharing of information among government 

agencies and between the government agencies and the public on a two-
way basis to ensure that the public service obligations are met in an 
effective and transparent manner. 

 

 vi
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• Encourage/assist other government agencies in creating relevant 
contents and making them accessible in the public domain. 

 
• Build up and maintain a comprehensive print and audio-visual archive. 

 
• Produce and/or facilitate production of audio visual programs to 

promote or create awareness about issues of relevance to society. 
  

(The functions of Department will evolve and grow in the years to come as 
information and media play increasing role and new issues and challenges 
emerge).  

 
Infrastructure: 
 
The Department shall establish: 
 

• A library and reading room with access to the Internet and digital archives 
of its picture and research files. ( Note: The draft media legislation and 
regulations need to specify legal deposits on local publications for the 
department.) 

 
• A media centre with TV/ video player, and computer and worktable for 

monitoring media and for small in-house print productions (eg. newsletter). 
 

Budget: Budget provisions will be required for the Department to acquire and 
commission reports and programs on national events, and to produce publications.  
 
Equipment: 
 
- LCD projector and laptop 
- Projector Screen  
- Library computers/ chairs and reading tables/ shelves/ filing cabinets  
- Colour copier – to produce in house newsletter  
- Digital camera and video camera for photographs and websites 
- Leased line internet service 
- TV set / video recorder 
- Software for digitalizing and storing pictures and reports 
 
16. Staffing requirements: 
 
Table 2: Staffing 
Post Staff strength (before 2006) Remarks 
Department   

 vii
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Director 1  
Personal Assistant  1  
Messenger 1  
Sub-total 3  
Info-com and Media 
Development Division 

  

Policy and program officer 1 (communications background)   
Research officer  1 (sociologist /research 

background) 
 

Research associate/ 
statistics officer 

1  (statistician/ research 
background) 

 

Sub-total 3  
Media Relations Division   
Media relations officer 1   ( media or PR background )  
Information officer 2     (communications or media 

background ) 
 

Sub-total 3  
Public Communications 
Division 

  

Communications officer 1 (communications backgrd.)  
Production officer 1    ( print or media background)  
Librarian 1     
Sub-total 3  
Admin and Support staff   
Data manager/webmaster 1  
Office Secretary 1  
Driver 1  
Cleaner 1  
Sub-total 4  
Department Total 16  
Note: Recruits for the program posts will be graduates with specialized degrees or persons with 
class 12 qualifications with the relevant work experience.  
  
Training 
 
Various short term, and longer-term masters or diploma level trainings are being 
recommended in public administration, policy and planning, mass 
communications, media and other specialized areas covering communications. 
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Information and Communications Technology (ICT) 
Policy for Bhutan – A White Paper 

1 Introduction 

The explosive development of information and communications technologies (ICT)1 and 
their applications are changing the way people live, learn, work and interact.  Enhanced 
access to information and knowledge is rapidly becoming a potent tool for individuals 
and communities everywhere in their quest for new opportunities, for dignity and for a 
better life.  Clearly underscoring the paramount role placed on and desired of the ICT 
sector, the Royal Government of Bhutan has established the Ministry of Information and 
Communications. 
 
However, Bhutan faces a number of challenges in harnessing the benefits of ICT, 
including difficult terrain, dispersed population and limited private sector activities.  A 
coordinated policy approach is the first step to ensuring that Bhutan does not miss out on 
the opportunities of the information revolution. 
 
Notwithstanding the achievements we have made and the many ICT activities carried out 
in the last couple of years, with the new Ministry in place, it is timely to take stock of what 
we have accomplished as well as look forward, and to effect a clear, focused and a 
collective policy alignment.  The Ministry has taken this opportunity to create this White 
Paper2, which states the Royal Government's ICT Vision, Strategic Components, and 
Future Direction, aiming to guide the ICT sector in the long run. 

2 ICT Vision 

With people at the center of development, Bhutan will harness the benefits of ICT, 
both as an enabler and as an industry, to realize the Millennium Development Goals 
and towards enhancing Gross National Happiness. 

3 Strategic Components 

Based on the Vision, the Royal Government of Bhutan is committed to work towards: 
 

3.1 Infrastructure 
 
Deploying a reliable, sustainable, appropriate and affordable ICT infrastructure 
to achieve universal access and global connectivity through liberalization and 
co-ordination between infrastructure providers. 

 

                                                        
1 ICT includes Information & Communications Technologies and Media. 
2 The “ICT Policy for Bhutan – A White Paper” is produced by the ICT Working Group under the patronage of His Excellency, 
Lyonpo Leki Dorji, Minister for Information & Communications.  Feedback received, on the widely circulated draft ICT White Paper, 
from stakeholders, and subsequent inclusive consultative processes served as valuable inputs to producing this paper. 
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3.2 Human Capacity 
 
Ensuring institutions and curricula to provide ICT skills at all levels, from 
technical, professional and entrepreneurial skills for industry and government to 
basic ICT literacy for all. 

 
3.3 Policy 

 
Creating a legislative and regulatory framework, which is adaptable, 
comprehensive, transparent, inclusive and forward-looking, and building 
effective institutional capacity to implement it. 

 
3.4 Enterprise 

 
Creating an enabling business environment that helps to generate employment, 
attracts local and foreign investments, enhances access to local and global 
markets, improves business processes, stimulates domestic demand and fosters 
research and development. 

 
3.5 Content and Applications 

 
Promoting widespread creation of content and applications that are accessible, 
relevant, appropriate and useful, in particular, the development of applications 
for public services. 

4 Future Direction 

Recognizing that ICT can have an immense impact on virtually all aspects of our lives, 
the Royal Government of Bhutan owns this Vision and declares a strong commitment to 
developing and implementing a National ICT Strategy and Action Plan, based on the ICT 
Vision.  
 
The Strategy and Action Plan shall build on all current ICT activities, identify linkages 
and complementarities between development approaches, as well as identify new areas of 
intervention.  The ICT Vision, Strategy and Action Plan shall also secure the 
participation and commitment of all stakeholders. 
 
The White Paper is the basis for an inclusive and consultative process for formulating a 
new strategic framework for ICT in Bhutan. 
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12. Number of households that have a TV receiver and that watch TV in real time: 
35,420 (National Housing and Population Cense 2005). 76% of the Bhutanese 

population without TV sets intends to buy TV sets once BBS TV goes nation wide.    
 

13. Number of subscribers of CATV :  
17,715 (2006) 
 

14. Number of CATV operators and the charges per month:  
43 operators and charges Nu. 300 per month 
 

15. Range of area where broadcasting can be received:  
TV – almost 35 countries through INSAT 4A (coverage map attached) 
 

16. Number of homes and ratios in which Radio Broadcasting can be listened: 
 83, 130 households has a radio set – 78% of the population listens to FM radio, 
while 17% listens to SW radio. 
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To Provide Quality RADIO AND TV
Service to every Bhutanese home.

TRANSMISION UNIT
(Technical Department)

TECHNICAL DEPARTMENT

Objective:-

All the FM stations are RDS operated

Radio Data system
*BBS*FM*

78% states that they listen to FM radio, while 17% rely on SW radio

SW TRANSMITTER

FM Frequencies:
88.1, 90, 92, 93, 96, 98 MHz

17.Construction situation of optical fiber and micro wave line and it's utilization for local material collection
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Almost 80% of the total road length  is covered by BBS FM
(Almost all Cars are fitted with Radio/Tape player)

FM Frequencies:
88.1, 90, 92, 93, 96, 98 MHz

NO FM coverage

1799

6693

5383

8853

13560
4353

586

2345 2659

1841

2192 1993

2073

5447

4748 6785

5050

1935

2417

2470

83,183 Households has Radio sets (NCHP survey 2005) 

Number of Households having Radio sets
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BBS Satellite TV Down link parameters

INSAT 4A @ 83 Degrees East
Frequency: 4099 MHz
Polarization: Horizontal

Symbol Rate: 3.5 Mbaud
FEC = 3/4

Yonphula

Dopchula

CATV operators = 43

4.5 m Earth Station

TVRO &  VHF TV Transmitter = 3

Chubachu

BBS TV COVERAGE MAP

17,715 CATV registered subscribers
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995 1433

1647
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364

694

35,420 Households has Television sets (NCHP survey 2005) 

Number of Households having Television sets

INSAT 4A COVERAGE MAP

IT HAS FOOTPRINT OVER 35 COUNTRIES
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Both the phases are scheduled to finish by 2008
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18. Radio/TV programme schedule:  
There are 5 slots per day (1 slot = 30 minutes), which counts to 35 slots in a week. 
(weekly updated Radio and TV schedules are given in our website www.bbs.com.bt 

 

RADIO PROGRAM SCHEDULE 

MORNING  

Language Time Programmes 

0600-0700 Morning prayers/discourse  

0700-0730 News- National and International 

0730-0740 Public service announcements/notifications and other informations 

0740-0800 Good Governance (Mons),  
Social issues(Tues), 
Culture (Wed),  
Regional Program (Thurs), Good Governance(Fri),  
Request show(Sat),  
Request show(Sun)  

0800-0830 News, Weather and Announcements 

0830-0840 Public service announcements/notifications and other informations 

  

Dzongkha 

0840-0900 Social issues (Mons),  
Development (Tues), 
Good Governance (Wed), 
Good Governance(Thurs), Youth(Fri),  
Health program (Sat),  
Education program (Sun)  

0900 - 0930 News bulletin  

0930 - 0940 Weather and public service announcements 

Sharchhop 

0940 - 1000 Good Governance (Mons), 
Social program (Tues), 
Women's program (Wed), 
Regional program (Thurs), 
Good governance(Fri), 
Live request show (Sat), 
Youth program(Sun)  

1000-1030 News  

1030-1040 Announcements and weather 

Lhotsam 

1040-1100 Good governance (Mons) 
Development program (Tues) 
Social issues program (Weds) 
Good governance (Thurs) 
Sports (Fri) 
Request shows (Sats) 
Request shows (Suns) 

1100-1130 News bulletin 

1130-1140 Weather forecast and Announcements 

1140-1200 Good governance (Mons) 
Health (Tues) 
Current affairs (Wed) 
Regional (Thurs) 
Development program (Fri) 
Request show (Sat) 
Request (Sat) 

English 

1200-1400 transmission break. 
On Saturdays and Sundays- Live call in request show- Dzongkha 
only. 
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AFTERNOON SERVICE 

Language  Time  Programmes 

1400-1430 News 

1430-1440 
Weather report, Announcements and Currency Exchange 
Rates 

Dzongkha 

1430-1500 

Music Show- Zhungdra (Mons) 
Music Show- Boedra (Tues) 
Live call in show- Rigsar (Weds) 
Music show- Rigsar (Thurs) 
Request letters (Fri) 
LIve call in show (sat) 
Live call in show (Sun) 

1500-1530 News 

1530-1540 
Announcements and weather report, currency exchange 
rates 

English 

1540-1600 

Youth- Pathways (Mons) 
Topical- Local town (Tues) 
Call in show (Weds) 
UN radio programme (Thurs) 
Bhutan This Week (Fri) 
Internet of radio (Sat) 
Request show (Sun) 

1600 - 1630 News bulletin 

1630-1640 Weather and Announcements 

Sharchhop 

1640-1700 

Children (Mon) 
Good Governance (Tues) 
Health and Education (Weds) 
Religious program (Thurs) 
Bhutan This Week (Fri) 
Request songs (Sat) 
Live call in show (Sun) 

1700-1730 News 

1730-1740 
Public service announcements, weather report, and other public 
information  

Lhotsham 

1740-1800 

Health and education (Mons) 
Topical (Tues) 
Good governance (Weds) 
Local talents (Thurs) 
Bhutan This Week (Fri) 
Request show (Sats) 
Request show (Suns) 

EVENING SERVICE 

News and public service announcements -1800-1840 
From 1840-1900: 
Youth (Mons) 
Health and education (Tues) 
Request songs (Weds) 
Surroundings (Thurs) 
Bhutan This Week (Fri) 
Request songs (Sats) 
Sports (Suns) Dzongkha 
News and public service announcements -1900-1940 
From 1940-2000: 
Current Affairs (Mons) 
Bureau program (Tues) 
Call in show (Weds) 
Current Affairs (Thurs) 
Request songs (Fri) 
Local governance (Sats) 
Request songs (Suns)  
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News and public service announcements -2000-2040   

  

  

English 

  

  

From 2040-2100: 
Current Affairs (Mons) 
Bureau program (Tues) 
Call in show (Weds) 
Current Affairs (Thurs) 
Buddhism/Drama (Fri) 
Request songs (Sats) 
Request songs (Suns) 

出典：BBS 作成 
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TELEVISION PROGRAM SCHEDULE, January 2007  

Updated weekly 

Month and Day Time  Language Programmes 

1800 - 1803 Dzongkha National Anthem, presentation of tonight's News Sig. 

1803 - 1810 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1810 - 1811   News Break - Program trailers, social messages 

1811 - 1815 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1815 - 1820 Dzongkha Weather Forecast  

1820 - 1830 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1830 - 1850 Dzongkha ICT 

1850 - 1900 Dzongkha Public announcements/commercials 

1900 - 1910 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1910 - 1911 Dzongkha News Break - Program trailers, social messages 

1911 - 1915 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1915 - 1920 Dzongkha Weather Forecast  

1920 - 1930 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1930 - 1950 Dzongkha Press reports  

1950 - 1955 Dzongkha Public announcements/commercials 

2000 - 2010 English News in English (National) 

2010 - 2011 English News Break - Program trailers, social messages 

2011 - 2015 English News in English (International) 

2015 - 2020 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2020 - 2030 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2030 - 2050 English Zhungchong layrim  

2050 - 2100   Music Video  

2100 - 2110 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

2110 - 2111   News Break - Program trailers, social messages 

2111 - 2115 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

2115 - 2120 Dzongkha Weather Forecast  

2120 - 2130 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2130 - 2150 Dzongkha Trowa 

2150 - 2159 Dzongkha Public announcements/commercials 

2200-2210 English News in English(National) 

2210 - 2211 English News Break - Program trailers, social messages 

2211 - 2215 English News in English (International) 

SATURDAY, 
6th January  

2215 - 2220 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 
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2220 - 2230 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2230 - 2250 English News roundup 

2250 - 2258   Public announcements/commercials 

2258-2300   Prayers... 
Close Transmission 

      

1800 - 1803 Dzongkha National Anthem, presentation of tonight's News Sig. 

1803 - 1810 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1810 - 1811   News Break - Program trailers, social messages 

1811 - 1815 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1815 - 1820 Dzongkha Weather Forecast  

1820 - 1830 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1830 - 1850 Dzongkha Bureau program 

1850 - 1900 Dzongkha Music Video 

1900 - 1910 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1910 - 1911 Dzongkha News Break - Program trailers, social messages 

1911 - 1915 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1915 - 1920 Dzongkha Weather Forecast  

1920 - 1930 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1930 - 1950 Dzongkha Zhungchong 

1950 - 1955 Dzongkha Music Video 

2000 - 2010 English News in English (National) 

2010 - 2011 English News Break - Program trailers, social messages 

2011 - 2015 English News in English (International) 

2015 - 2020 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2020 - 2030 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2030 - 2050 English Medey 

2050 - 2100   Music Video  

2100 - 2110 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

2110 - 2111   News Break - Program trailers, social messages 

2111 - 2115 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

2115 - 2120 Dzongkha Weather Forecast  

2120 - 2130 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2130 - 2150 Dzongkha Documentary 

2150 - 2159 Dzongkha Music Video  

2200-2210 English News in English(National) 

2210 - 2211 English News Break - Program trailers, social messages 

2211 - 2215 English News in English (International) 

2215 - 2220 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

SUNDAY,  
7th January  

2220 - 2230 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 
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2230 - 2250 English Talk show  

2250 - 2258   Public announcements/commercials 

2258-2300   Prayers... 
Close Transmission 

      

1800 - 1803 Dzongkha National Anthem, presentation of tonight's News Sig. 

1803 - 1810 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1810 - 1811   News Break - Program trailers, social messages 

1811 - 1815 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1815 - 1820 Dzongkha Weather Forecast  

1820 - 1830 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1830 - 1850 Dzongkha Medey 

1850 - 1900 Dzongkha Music Video 

1900 - 1910 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1910 - 1911 Dzongkha News Break - Program trailers, social messages 

1911 - 1915 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1915 - 1920 Dzongkha Weather Forecast  

1920 - 1930 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1930 - 1950 Dzongkha Medey 

1950 - 1955 Dzongkha Music Video 

2000 - 2010 English News in English (National) 

2010 - 2011 English News Break - Program trailers, social messages 

2011 - 2015 English News in English (International) 

2015 - 2020 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2020 - 2030 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2030 - 2050 English Medey 

2050 - 2100   Music Video  

2100 - 2110 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

2110 - 2111   News Break - Program trailers, social messages 

2111 - 2115 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

2115 - 2120 Dzongkha Weather Forecast  

2120 - 2130 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2130 - 2150 Dzongkha Bureau program  

2150 - 2159 Dzongkha Music Video  

2200-2210 English News in English(National) 

2210 - 2211 English News Break - Program trailers, social messages 

2211 - 2215 English News in English (International) 

2215 - 2220 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2220 - 2230 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2230 - 2250 English Japanese Serial - OSHIN 

MONDAY,  
8th January  

2250 - 2258   Public announcements/commercials 
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2258-2300   Prayers... 
Close Transmission 

      

1800 - 1803 Dzongkha National Anthem, presentation of tonight's News Sig. 

1803 - 1810 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1810 - 1811   News Break - Program trailers, social messages 

1811 - 1815 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1815 - 1820 Dzongkha Weather Forecast  

1820 - 1830 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1830 - 1850 Dzongkha Tserig 

1850 - 1900 Dzongkha Music Video 

1900 - 1910 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1910 - 1911 Dzongkha News Break - Program trailers, social messages 

1911 - 1915 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1915 - 1920 Dzongkha Weather Forecast  

1920 - 1930 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1930 - 1950 Dzongkha Zhungchong 

1950 - 1955 Dzongkha Music Video 

2000 - 2010 English News in English (National) 

2010 - 2011 English News Break - Program trailers, social messages 

2011 - 2015 English News in English (International) 

2015 - 2020 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2020 - 2030 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2030 - 2050 English Peljor 

2050 - 2100   Music Video  

2100 - 2110 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

2110 - 2111   News Break - Program trailers, social messages 

2111 - 2115 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

2115 - 2120 Dzongkha Weather Forecast  

2120 - 2130 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2130 - 2150 Dzongkha Trowa 

2150 - 2159 Dzongkha Music Video  

2200-2210 English News in English(National) 

2210 - 2211 English News Break - Program trailers, social messages 

2211 - 2215 English News in English (International) 

2215 - 2220 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2220 - 2230 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2230 - 2250 English ICT 

2250 - 2258   Public announcements/commercials 

2258-2300   Prayers... 
Close Transmission 

TUESDAY,  
9th January  

      

WEDNESDAY 1800 - 1803 Dzongkha National Anthem, presentation of tonight's News Sig. 
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1803 - 1810 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1810 - 1811   News Break - Program trailers, social messages 

1811 - 1815 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1815 - 1820 Dzongkha Weather Forecast  

1820 - 1830 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1830 - 1850 Dzongkha Medey (DDA)  

1850 - 1900 Dzongkha Music Video 

1900 - 1910 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1910 - 1911 Dzongkha News Break - Program trailers, social messages 

1911 - 1915 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1915 - 1920 Dzongkha Weather Forecast  

1920 - 1930 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1930 - 1950 Dzongkha Medey 

1950 - 1955 Dzongkha Music Video 

2000 - 2010 English News in English (National) 

2010 - 2011 English News Break - Program trailers, social messages 

2011 - 2015 English News in English (International) 

2015 - 2020 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2020 - 2030 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2030 - 2050 English Medey 

2050 - 2100   Music Video  

2100 - 2110 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

2110 - 2111   News Break - Program trailers, social messages 

2111 - 2115 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

2115 - 2120 Dzongkha Weather Forecast  

2120 - 2130 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2130 - 2150 Dzongkha Serial - Lopen  

2150 - 2159 Dzongkha Music Video  

2200-2210 English News in English(National) 

2210 - 2211 English News Break - Program trailers, social messages 

2211 - 2215 English News in English (International) 

2215 - 2220 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2220 - 2230 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2230 - 2250 English Bureau program  

2250 - 2258   Public announcements/commercials 

2258-2300   Prayers... 
Close Transmission 

10th January  

      

1800 - 1803 Dzongkha National Anthem, presentation of tonight's News Sig. 

1803 - 1810 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1810 - 1811   News Break - Program trailers, social messages 

THURSDAY,  
11th January  

1811 - 1815 Dzongkha News in Dzongkha (International) 
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1815 - 1820 Dzongkha Weather Forecast  

1820 - 1830 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1830 - 1850 Dzongkha Bureau program  

1850 - 1900 Dzongkha Music Video 

1900 - 1910 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1910 - 1911 Dzongkha News Break - Program trailers, social messages 

1911 - 1915 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1915 - 1920 Dzongkha Weather Forecast  

1920 - 1930 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1930 - 1950 Dzongkha Peljor 

1950 - 1955 Dzongkha Music Video 

2000 - 2010 English News in English (National) 

2010 - 2011 English News Break - Program trailers, social messages 

2011 - 2015 English News in English (International) 

2015 - 2020 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2020 - 2030 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2030 - 2050 English Zhungchong 

2050 - 2100   Music Video  

2100 - 2110 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

2110 - 2111   News Break - Program trailers, social messages 

2111 - 2115 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

2115 - 2120 Dzongkha Weather Forecast  

2120 - 2130 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2130 - 2150 Dzongkha Serial - Chungnyen  

2150 - 2159 Dzongkha Music Video  

2200-2210 English News in English(National) 

2210 - 2211 English News Break - Program trailers, social messages 

2211 - 2215 English News in English (International) 

2215 - 2220 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2220 - 2230 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2230 - 2250 English Infocus 

2250 - 2258   Public announcements/commercials 

2258-2300   Prayers... 
Close Transmission 

      

1800 - 1803 Dzongkha National Anthem, presentation of tonight's News Sig. 

1803 - 1810 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

FRIDAY,  
12th January  

1810 - 1811   News Break - Program trailers, social messages 
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1811 - 1815 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1815 - 1820 Dzongkha Weather Forecast  

1820 - 1830 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1830 - 1850 Dzongkha Documentary 

1850 - 1900 Dzongkha Public announcements/commercials 

1900 - 1910 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

1910 - 1911 Dzongkha News Break - Program trailers, social messages 

1911 - 1915 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

1915 - 1920 Dzongkha Weather Forecast  

1920 - 1930 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

1930 - 1950 Dzongkha Zhungchong 

1950 - 1955 Dzongkha Public announcements/commercials 

2000 - 2010 English News in English (National) 

2010 - 2011 English News Break - Program trailers, social messages 

2011 - 2015 English News in English (International) 

2015 - 2020 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2020 - 2030 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2030 - 2050 English Medey 

2050 - 2100   Public announcements/commercials 

2100 - 2110 Dzongkha News in Dzongkha (National) 

2110 - 2111   News Break - Program trailers, social messages 

2111 - 2115 Dzongkha News in Dzongkha (International) 

2115 - 2120 Dzongkha Weather Forecast  

2120 - 2130 Dzongkha Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2130 - 2150 Dzongkha Bhutan This Week 

2150 - 2159 Dzongkha Public announcements/commercials 

2200-2210 English News in English(National) 

2210 - 2211 English News Break - Program trailers, social messages 

2211 - 2215 English News in English (International) 

2215 - 2220 English Weather Forecast & Currency Exchange Rates 

2220 - 2230 English Advertisement and announcement  
Official announcements, advertisements, program trailer, social 
messages. 

2230 - 2250 English Tserig 
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2250 - 2258   Public announcements/commercials 

2258-2300   Prayers... 
Close Transmission 

出典：BBS 作成 
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19. Average number and contents of TV programmes concerning rural area per week: 
Four Bureau slots plus about 2 to 3 slots from the head office per week. 
 

20. Average number and contents of TV programmes produced originally by BBS 
per week: 31 slots per week are originally produced by BBS. 

 
21. Average number and contents of Live broadcast per week:  

4 slots per week are fixed, while depending upon the situation sometimes it goes to 
about 10 slots per week. 
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5.BBS 内放送機材構成図 
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